
  

 
 

 

 
 

 令和５年度  ４月号   令和５年４月発行 

 
 

  《４月》 
20日(木) 専門委員会 
21日(金) 部発足 
22日(土) 学習参観 
     学年懇談会 
24日(月) 振替休業 
25日(火) 学級討議、４月分集金引き落とし日 
26日(水)～28日(金) 家庭訪問 
29日(土) 昭和の日 
 
    《５月》 
2日(火) 生徒総会 
3日(水) 憲法記念日 
4日(木) みどりの日 
5日(金) こどもの日 
8日(月)  避難訓練 

教育実習開始（～26日） 
10日(水) ５月分集金引き落とし日 
10日(水)～12日(金) 
     ３年修学旅行 
12日(金) ２年校外学習(金沢) 
15日(月) 中間評価範囲発表 部停止 
16日(火) 専門委員会 
18日(木) 耳鼻科検診 
22日(月)、23日(火) 中間評価 
24日(水) 眼科検診 
26日(金) 創校記念式 
29日(月) 交通安全教室 

一筋の道を進むために 
校長   

 令和５年度は、新入生４０名を迎え、全校生徒１１

７名でスタートしました。４月１０日(月)の第７４回

入学式においては、２・３年生、保護者の皆様、そして

舟橋村長 渡辺光様をはじめ、ご来賓の方々をお迎え

し、ようやく全校で実施することができました。今後

の学校生活も、そして社会や経済もコロナ禍以前の状

態にゆっくりともどっていくことを期待しています。 

 さて、入学式では、学校生活や今後の人生をより豊かにするために、そして自分

の思い描く未来に向かって進むために、四つの居場所を大切にして欲しいとお願い

しました。さて、その四つの居場所とは… 

一つ目は、学校という居場所です。本校が３０年ほど前から大切にしてきた「学

ぶ」を実践する学校という居場所は、単に教科の学習だけでなく、仲間とともに社

会性や人間性を高める大切な居場所です。やがては高校や大学等の上級学校とな

り、そしてその役割は、未来の自分の働く場所が担う大切な居場所です。 

 二つ目は、家庭という居場所です。家族が一緒に暮らす家庭という居場所は、安

らぐことができる温かい居場所です。思春期を迎え難しい時期もあるかもしれませ

んが、子供の成長を一番に思う家族と共に過ごす家庭は、無二の大切な居場所です。 

 三つ目は、趣味や特技という居場所です。習い事やスポーツなど、自分が好きな

こと、集中できることがある世界で、友達をつくりながら挑戦できる趣味や特技と

いう居場所は、生涯を豊かにしてくれます。中学校から始まる部活動もその一つで

す。趣味や特技は、仲間と切磋琢磨し、仲間と感動を共有できる心と体が動く大切

な居場所です。 

最後の四つ目は、最も大事にしてほしい自分の心という居場所です。一日一日、

一年一年と大人になっていく中学生にとって、自分の行動を落ち着いて振り返った

り、自分の未来を自分で慎重に決めたりする自分の心はこれからも強く大きく成長

していく最も大切な居場所です。 

 これら四つの居場所が、車のタイヤのように落ち着いて一緒に進むことで、中学

生も大人も、自分の進みたい方向へと一筋の道を進んでいくことができるのだと思

います。 

終わりになりますが、思春期という大きな成長期を迎えたお子様の健全な成長の

ために、保護者の皆さま、地域の皆さまと共に手を取り合って日々の教育活動に取

り組んでいきたいと思います。今年度も引き続き、皆様のご理解とご協力をよろし

くお願いします。 

ご意見・ご感想をお寄せください 

 

 

 
 

 

 

 

 

ふ  … ふるさとに根ざし、広い世界に羽ばたく生徒 
な  … 仲間を思いやり、相手の立場になって考える生徒 
は …  
し  … 知る喜び、分かる喜びを求めて学び合う生徒 

目指す生徒像 

  ホームページ 

 メールアドレス 

funahashi-jhs@tym.ed.jp 

舟橋中学校 検索 

学校の教育目標 「学び」の精神をもち、仲間を思いやり、 

たくましく生きる生徒の育成 

 



 第１学年より              中 学 校 生 活 ス タ ー ト 

 保護者の皆様、お子様のご入学おめでとうございます。４０名の新入生が笑

顔で入学してから約二週間が経過し、学級目標や個人目標、学級組織も決定し

ました。生徒たちも、少しずつ学校生活に慣れてきたように感じます。中学生

となり、たくさんの希望や目標をもち、学校生活を送っています。一部をご紹

介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒同士が互いに助け合い、学び合い、向上心をもって学校生活が送れるよう、また教職員と生徒の「絆」がより一層深

まるよう、学年スタッフ一同サポートしていきます。１年間、よろしくお願いします。  

 

 

 第２学年より             学 級 目 標 決 定 

 朝、教室に入ると明るく元気な声が聞こえてきます。新しいクラスになり、期待に胸を膨らませているのでしょう。今年

度の抱負を作文に書きました。新しい１年に向かって成長していきたいという気持ちが生徒の作文から伝わってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 さて、今年度の学級目標は「失敗をおそれず全力で取り組み どんなことにも

挑戦できるクラス」に決まりました。今年度は、「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」

があります。また、部活動や生徒会活動等で自分たちが学校の中心になる場面が

やってきます。この１年、生徒がさまざまなことに一生懸命挑戦できるよう、２

学年職員一同で支援をしていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 

 第３学年より           ３ 年 生 に な っ て 

 いつもさわやかなあいさつをしてくれる３年生。進級を経て、心を新たにして今年度の目標を立て作文を書きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、進路選択という大きな決断をする場面がやってきます。目標をもち、それに向けて継続的な取組をすることが

大切になります。そのため、自分に合った生活習慣を確立し、自己の課題に向き合えるよう、時間の使い方を工夫していけ

たらと思います。ご家族や周りの友人の支えと共に、私たち教職員もお子様の成長のために全力で取り組みたいと思ってお

ります。ご家庭でも悩まれることがありましたら、遠慮なくご相談ください。１年間よろしくお願いいたします。 

 
 

 

生徒作文「２年生になって」より 

・２年生は後期から委員会の中心になるので、以前よりも委員の仕事に責任をもって一生懸命取り組みたい。 

・（部活動で）失敗してもいいから、率先して取り組み、それを重ねてどんどん上達していきたい。 

・後輩ができるので、先輩としての自覚をもって日々の生活を見直していこうと思う。 

・２年生という立場になり、自分たちで行動することも増えるので、意識して動いていきたい。 

生徒作文「中学生になって」より 
・自分は、中学校では楽しいこともたくさんあるだろうけれど、そのぶん辛いことや大変なことも増えると思います。そん

なとき、「辛い、苦しい」とばかり、思っていないで「何事も楽しいな」と思える中学生になっていきたいです。 

・私は、先生方が大事にしてほしいと伝えられたことをなるべくできるように挑戦したいと思っています。朝の会から清掃

までの時間、帰りの会から部活動までの時間、「決められた時間」を守れるようにしたいです。学習では、授業中の態度、

家庭学習の復習や予習、仲間との大切な関係など、自分で進んで行いたいです。 

・小学校では、授業中、発表して間違えるのが嫌だと思い、発表はしませんでした。しかし、中学生になったのだから成長

しなくてはならないと思い積極的に授業に参加し、発表できるような中学生になりたいと考えています。 

作文を互いに読み合い、コメントを
書きました。 

生徒作文「３年生になって」より 
・３年生になって達成したい目標は学習時間を増やすことです。いつもスマホばか
り見ていて、１回触ると止められなくなり学習時間を削ってしまいます。なので、
「休憩」と「集中」のスイッチを入れ替えてがんばりたいです。 

・頑張りたいことの１つ目は勉強です。テスト期間だけでなく日頃の家庭学習を特
に頑張りたいです。２つ目は部活です。三年となり中学校で部活ができる最後の
年なので、いい結果を出したいです。３つ目は行事です。「最高学年」で後輩を引
っ張っていく立場となり、後輩達のお手本となれるような先輩になりたいです。 


